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【国語科】 
①物語の構造を分析させたり，人物の関係図を書かせたりする指導を通して，人物相互の関係や因果関係などをとらえ

させる指導をする。 
②主語・述語・修飾語の働きを明確にし，「話す」活動，「書く」活動を通して指導する。 
【全校・他教科等】 
○友達の意見を聞く際に自分の意見と比べながら聞かせ，自分の言葉で言いかえて発言させる。 
○様々な学習場面において，ローマ字を読んだりローマ字で書いたりする機会を設定する。 
○家庭学習の質と量を一定に保ち，既習事項の確実な定着を行う。 
○各教科の用語を正しく理解し，使えるよう指導をする。 
 

  
◎自分が聞いておかなければならないことは何かという観点

で，話の要点を聞き取ることに課題がある。（51.1％） 
◎登場人物の性格や気持ちの変化について，叙述を基に想像し

て読むことに課題がある。（59.6％） 
◎主語・述語の関係をとらえることに課題がある。（14.9％） 
◎ローマ字で表記されたものを読んだり，簡単な単語について

ローマ字で書いたりすることに課題がある。（57.4％） 
 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 
◎話の要点を聞き取ることに課題がある。（通過率41.9%） 
◎主語・述語の関係を捉えることに課題がある。( 通過率18.6% ) 
◎簡単な単語について，ローマ字で書くことに課題がある。( 通過率39.5% ) 
 
 

昨年度課題  
①聞き取るポイント（例 ５Ｗ１Ｈなど）を明確にし，発達段階に即した指導を継続していく。 
②主語・述語と修飾語などとの区別を明確にし，意見を述べる場面などと関連した指導を継続する。 
③様々な学習場面において，ローマ字独自の表記方法を確実に定着させる指導を継続する。 
《本年度の目標値 》 
○ 聞くことの領域の通過率を75%，読むことの領域の通過率を83%にする。 
○ 言語事項（主語・述語，ローマ字）の通過率を78%にする。 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

 
○時期 ９月初旬～２月初旬    ○目標値：通過率７０％
○方法 単元末・学期末テスト 

取組みの検証 
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○「聞くこと」「読むこと」領域の通過率を80％，言語事項の通過率を70％にする。 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   
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【算数科】 
①算数的活動を取り入れた授業展開の工夫をすることで，児童の単位に対する理解を深めると同時に，繰

返し学習を行うことで，定着を図る。 
②自力解決や集団解決の場面で，自分の考えを図や文章を使ってまとめ，算数の用語を適切に使って説明

する力を育てる。 
③集団解決の場面で，友達の考えを他の児童が説明するなどの活動を仕組むことで，多様な視点で課題を

解決する力を育てる。 
【全校・他教科等】 
○家庭学習に身の回りのものの量に目を向けさせるような内容を，意図的に取り入れる。 
○校内に算数コーナーを設け，児童が日常的に様々な単位にふれられるようにする。 

 

  
量と測定領域に課題がある（通過率55%）。特に，次の３点

に課題がある。 
◎重さ・かさの単位の理解に課題がある（通過率38.3%）。 
◎任意単位（かさ）による比較方法を説明することに課題があ

る（通過率21.4%）。 
◎複合図形（長方形を組み合わせた図形の面積）の面積の求め

方を考えることに課題がある（通過率42.6%。） 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 
◎四則混合の計算に課題がある。（通過率69.8%） 
◎数量の関係を（ ）を使って一つの式で表すことに課題がある。(通過率34.9%) 
◎面積の単位についての理解に課題がある。(通過率51.2%） 
◎重さによる比較について課題がある。( 58.1% ) 
 

昨年度課題  
①四則計算のきまりについて，確実に理解させる指導を継続していく。 
②算数用語や記号の正しい使い方及び，算数的な考え方が身に付く指導を行っていく。 
③校内研修会などをとおして，算数的な活動を充実させていく。 
《本年度の目標値》 
○数量関係領域の通過率を70% ，量と測定領域の通過率を72% にする。 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

  
○時期：９月下旬～２月初旬     ○目標値：通過率70%    
○方法：単元末テスト 

取組みの検証 
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○量と測定領域の通過率を70% にする。 
 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   


